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会長よりご挨拶 
この度、ご推薦いただき 2 年目の会長職を賜りました田口と申します。 

昨年度は、会員の皆様のご理解や、副会長、委員のご尽力により、会員数は 13 事業所の増加、研修について

は、開催回数増加や理解浸透を深める 2 回コースの実施、また区との共催研修など充実を見ました。 

そして、最大のテーマである医療連携においては、訪問看護部会がいよいよ部会承認を得、今年度はシンポジ

ウムで紹介された成功事例のような連携の進展が期待されます。 

私は、会長としては未熟者ですが、皆さまのご支援をいただき、中野区の介護事業を公益的な観点で発展させ

られるようこの一年、職務に全うしたいと思いますので、どうかよろしくお願い申し上げます。                       

会 長 田口善彦（マ・メゾン（わたしの家）中野弥生町） 

副会長 森京子（みつ葉居宅介護支援事業所） 奥田由美子（介護ステーションぽけっと） 

 花堂浩一（在宅介護センター・アスモ） 中條知子（江古田ケアマネジメントセンター） 

運 営 

委 員 

林彰一（桜フローラル） 

友利毅（ふくろうの家） 

大槻茂雄（アースシステム） 

☆白岩裕子（かみさぎホーム） 

☆小茂田学（ケアプラザ・みやぞの） 

☆山村泰弘（NPO あおば） 
 

浜﨑健二（ﾀﾞｽｷﾝ・ﾎｰﾑｲﾝｽﾃｯﾄﾞ東中野ｽﾃｰｼｮﾝ） 

太田好美（弥生高齢者在宅サービスセンター） 

西村香代子（はぴね中野坂上） 

☆原田裕紀子（やさしい手中野南口・北口店） 

☆徳江幸代(中野区医師会立なかの訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ) 

☆印の方は新運営委員です。        （敬称略） 

基調講演は、精神疾患薬の注意点や服薬量の調整、デイサービスにつなげることで本人と家族に有益

になることや、介護者の情報が医師として情報源であるなど発言されていました。この後のシンポジウ

ムでは、事例を各自に出していただき討論を行いました。共通点として、カンファレンスを行う、過去

からどう変化したか状況を伝えそれを元に医師は本人に合わせた治療が行える、チームケアを行う事で

情報の共有が出来る等の発言がありました。最後に、芦刈先生から認知症を含めた医療介護に関わるに

は「愛」が無いと出来ない。本来、人を惹きつけるパーソナリティが悪い患者ほど必要である。これか

らも「愛」のある対応を持てるようにして行きましょう、と大きな拍手で終了しました。 

第 1 部【総 会】下記の議案を審議し、全議案が承認されました。 

議 長 中野区本町地域包括支援センター  條 光雄 氏 

議 案 第 1 号議案 2012（平成 24）年度事業報告・決算 

    第 2 号議案 2013（平成 25）年度事業計画・予算（案） 

     第 3 号議案 運営委員の選出（案） 

第 1 部 66 事業所 86 名、第 2 部 78 事業所 118 名にご出席頂き

ました。ありがとうございました。 

第 2 部【基調講演・シンポジウム】「地域で支える認知症の医療と介護の連携について」 

講 師      芦刈 伊世子氏 あしかりクリニック院長 

シンポジスト   宮原 和道 氏 介護支援専門員部会（NPO ピクニックケア） 

         北風 敦子 氏 訪問介護部会（あおぞら在宅介護支援サービス） 

         川久保 圭祐氏 通所介護部会（弥生高齢者在宅サービスセンター） 

         西村 香代子氏 グループホーム部会（はぴね中野坂上） 

        会田 久子 氏 訪問看護部会（ひよこ訪問看護ステーション） 

        友利  毅 氏 小規模多機能型居宅介護（ふくろうの家） 

司会/ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 森 京子  氏  中野区介護サービス事業所連絡会副会長（みつ葉居宅介護支援事業所） 

2013 年 4 月２5 日(木)、中野区医師会館において総会及び、

基調講演・シンポジウムが開催されました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 務 局：中野区社会福祉協議会 経営管理課内 担当 清水・小山 電話５３８０－０７５１ FAX５３８０－０７５０ 

〒164-0001 中野区中野 5-68-7 スマイルなかの４階 （日・祝･第 3 月休） 

（4・5 月開催会議より） 

部会より 

介護支援専門員部会 
4/18 役員会、主任介護支援専門員連絡会開催。 
7/18 全体交流会開催予定。 

訪問介護部会 
4/18 スタッフ会・新任役員ガイダンス 
6/18 中野区との共催研修準備 

通所介護部会 
平成 25 年度の役員体制について。現在募集中。 

グループホーム部会 
5/24 役員会。区内の全グループホームが出席。 

福祉用具・住宅改修部会 
平成 25 年度活動計画作成中。 

訪問看護部会 
5/16 役員会。 
6/5 在宅ケア研究会主催「終末期の腎不全」 
6/13 診療所を含めた、総会を開催予定。 

中野区介護保険分野より 

平成 25 年度「東京都介護支援専門員実務研修受講試験」
受験要項を区役所 2F 介護保険担当 7 番窓口にて配布
します。配布・申込期間 6/3（月）～7/10（水）ま
で。試験日は 10/13（日）（詳細は【区報 6/5 号】に
掲載） 

【サービス提供責任者（共催）研修】 
対象 訪問介護事業サービス提供責任者 
日時 6/18（火）15 時～17 時 
会場 勤労福祉会館 3F 大会議室 
内容 「ヘルパーのやる気を引き出すリーダーシップ」 
   ～ヘルパーの指導はいつするのですか～ 
講師 藤本 裕氏 （リキケアサポート 所長） 

掲載をご希望の記事等がございましたら、お気軽にお知らせ下さい。今後も紙面の充実を目指します！ 

地域包括支援センターより 

【南中野地域包括支援センター】 
平成 25 年度は、職員が 6 人体制となります。 
年 3 回ケアマネジャーとの交流会を予定しており、医療
と介護の連携強化に努めていきます。 
2/23（土）開催の「南中野ささえあいネットワーク」
に 13 町会・ボランティア等、多数参加して頂きました。 

【本町地域包括支援センター】 
本一会館は受託先が変わり、出張・相談を開始しました。 
「お節会議」について 
独り暮らし高齢者の見守り支えあいについて、区のすこ
やか福祉センター・南中野包括と連携し開催しています。 

事務局より 

★平成 24 年度で運営委員を終了された方々、ご尽力
いただきありがとうございました。 

中野区社会福祉協議会 ほほえみサービスより 

今年度より同居家族への支援も可能になりました。 
その他詳細についてはお問い合わせください。 

（tel ５３８０－０７５３） 

平成 25 年度会員継続の手続き及び会費納入のお願い 

納入期限 7/5（火）まで  （ご案内は 5/24 発送済） 

 

会員の種類 年会費額 

① 正会員 中野区内に事業所を有する介護

サービス事業所 
 

正会員 A 常勤・非常勤・管理者含めた従業

者の総合計数が 20 人以下の事

業所 

5,000 円 

正会員 B 常勤・非常勤・管理者含めた従業

者の総合計数が 21 人以上の事

業所 

8,000 円 

②準会員 中野区外のみに事業所を有する

介護サービス事業所 
8,000 円 

③賛助会員 会の趣旨に賛同し協力する一般

事業所及び個人 
5,000 円 

～訪問看護部会にインタビュー～ 
訪問看護部会が新たに立ち上がり、活動を開始しましたので、会

田会長に現在の訪問看護部会の状況と取り組みなど、お話を聞

かせていただきました。 

「地域包括ケアが大きなテーマとなる中、医療、介護の連携は今

後更に重要性を増します。まずは介護サービス事業所連絡会の一

員として訪問看護の認知度を高め、3 ヶ月に 1 回の定例会と年１

回の総会、在宅ケア研究会との合同講演会と事例検討会を年に

3、4 回、そして介護サービス事業所連絡会をはじめ他の介護サー

ビス部門との交流会、病院・診療所との連携の会、区民への広報

活動など幅広い活動を展開していきたいと思っています。よろしく

お願いします。」 

 

昨年に引続き広報誌担当となりました。今後は皆さんと協力して紙面を盛上げたいです。（林） 

今年初めて委員・広報を担当させて頂きます。よろしくお願いいたします。（原田） 

初めて編集を行いましたが、大変ですね。ただ、少しでも読み応えのある内容にできるよう、発

刊前には、頭を悩ませていきます。よろしくお願いします。（山村） 


